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【用語の説明】
●自主財源
　�町が自主的に収入できる財源
●依存財源
　�国や県の基準により交付され、自主的に収入できない財源

●地方交付税
　�すべての地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供

できるよう、国から配分されるお金
●町債
　�町が国や銀行から借り入れるお金

【令和２年度一般会計の歳入歳出決算の概要】
　令和２年度の一般会計の決算額は、新型コロナウイルス感染症の影響により歳入歳出ともに大幅に増加し、歳入
総額は 23 億 7646 万円増加の 109 億 6473 万円、歳出総額は 22 億 5232 万円増加の 105 億 7546 万円です。

　■歳入決算額の構成
　 　歳入額を財源別にみると、町税や使用料・手数料などの自主財源が総額の 31.1％、国庫支出金や地方交付

税などの依存財源が 68.9％です。
　■歳入の主な増減
　 　特別定額給付金補助金や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などの増加により、国庫支出

金が 20 億 4270 万円増加し、繰入金が 2 億 3578 万円減少しました。

歳入歳入

町税
12億
3832万円

その他
10億
7338万円

地方交付税
23億1624万円

国庫支出金
31億
1107万円

●
●

歳出歳出

①① ②②
③③④④

土木費
10億
676万円

民生費
23億 521万円

総務費
31億 8364万円

教育費
14億
1462万円

公債費
8億
5242万円

衛生費
8億
256万円

【自主財源内、その他の内訳】　諸収入８億9467万円
（うち、モーターボート競走事業収入 7億円）、繰越
金 9508 万円、分担金・負担金 2618 万円、財産収入
2724万円、寄付金 3021万円

【依存財源内、その他の内訳】　地方譲与税 3522万円、地
方特例交付金 1272 万円、株式等譲渡所得割交付金 688
万円、配当割交付金528万円、環境性能割交付金435万円、
法人事業税交付金 292万円、利子割交付金 105万円

　　

▼問い合わせ　財政係（☎２２３局３５７８）

まちまちのの家計簿家計簿
令和２年度一般会計決算

歳入

歳出

歳入

歳出

●

地方消費税交付金
２億 8938万円

県支出金
４億 3301万円

繰入金
9億
794万円 ●

使用料ほか
１億8742万円

その他
6842万円

町債
13億
3955万円

①消防費��3 億 5957万円、②商工費��２億 5914万円、
③農林水産業費��２億 5439万円、④議会費��１億 49万円、⑤その他��3666 万円

未来へ、安定・堅実な財政運営を推進します

②

自主財源 31.1％ 依存財源 68.9％

⑤⑤
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●自治区活性化事業交付金� 700 万円

●ボランティア活動センター事業費� 511 万円

　　　　住民とともに進めるまちづくり住民とともに進めるまちづくり１１

●学校ＩＣＴ事業費� 1 億 1901万円

●子ども医療費助成金� 4209 万円

●小中一貫教育推進事業費� 1440 万円

●新婚 ･子育て世帯

　民間賃貸住宅家賃補助金� 962 万円

●小中学校・高校生等通学費補助金� 886 万円

●出産祝金� 790 万円

　　　　子どもがのびのび育つまちづくり子どもがのびのび育つまちづくり３３

  令和２年度の主な事業令和２年度の主な事業
　第５次総合振興計画後期基本計画に基づき、
取り組んだ内容を紹介します。

ま
ち
の
家
計
簿

③

　　　　安全で安心して暮らせるまちづくり安全で安心して暮らせるまちづくり２２
●地域情報伝達システム整備事業費� １億円

●第１分団水槽付消防ポンプ自動車購入費��4246万円

●老朽危険家屋等解体補助金� 1025 万円

●国土強
きょうじん
靭化計画策定業務委託費� 495 万円

●消費者生活相談事業費� 458万円

●防犯カメラ設置補助金� 86万円

水槽付消防ポンプ自動車

自治区活性化事業（ドライブインシアター）

消費者生活相談

ＩＣＴを使った授業風景

出産祝金
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●老人憩の家運営事業費� 2825 万円

●巡回バス事業費� 2529 万円

　　　　いきいきと暮らせる笑顔のまちづくりいきいきと暮らせる笑顔のまちづくり４４

　　　　活力ある産業を育むまちづくり活力ある産業を育むまちづくり５５

●柏原漁港機能保全事業費　� 8746 万円

●芦屋港活性化推進事業費� 3122 万円

●創業等促進支援事業補助金� 856 万円

●空き店舗活用事業補助金� �55 万円

　　　　環境にやさしく、快適なまちづくり環境にやさしく、快適なまちづくり６６
●緑ヶ丘団地整備事業費� 　1億 2532万円

●タウンバス運行事業費� 6572 万円

●鶴松団地（中層）整備事業費� 5212 万円

●定住促進奨励金� 860 万円

④

●芦屋釜の里運営費� 4083 万円

●図書館運営費� 2404万円

　　　　心豊かな人が育つまちづくり心豊かな人が育つまちづくり７７

老人憩の家

巡回バス

柏原漁港

創業等促進支援店舗

タウンバス

芦屋釜の里開園 25周年記念特別展

広報あしや　2021.11



一般財源

19%

[億円] ２０ ４０ ６０ ８０

その他
交付税措置額

13% 68%

実際の

町の負担

実質的な

負担は なし

町債残高は約 93 億円　　実際の町の負担は約 18 億円
　町債とは町の借金のことですが、一般的な借金とは違い「交付税措置（※1）」という助
成ルールがあります。
　令和２年度の町債残高を見た場合、約 68％は普通交付税で措置されており、一般財源で返
済するのは約 19％で、額にすると約 18 億円です。
　２年度は芦屋小学校プール改修事業などのため町債を借り入れ、残高が増加しました。

町
債
（
借
金
）

令和２年度 令和元年度 対前年度増減
町債残高 92億 9922万円 87億 8331万円 5億 1591万円
�交付税措置額 63億 5603万円 60億 7224万円 2億 8379万円
�その他 11億 8181万円 10億 8726万円 9455万円
�一般財源（※ 2） 17億 6138万円 16億 2381万円 1億 3757万円

ま
ち
の
家
計
簿

基金残高は約 37 億円
　町の貯金である基金は、財源不足への対応や特定の事業を実施するために積み立てている
ものです。
　令和２年度は、財源不足により財政調整基金や競艇収益まちづくり基金などを取り崩し
たため、3 億 1298 万円減少しました。
　なお、２年度はモーターボート競走事業会計からの繰入金により、前年度から１億円増
額した３億円の積立てを行っています。

基
金
（
貯
金
）

令和２年度 令和元年度 増　減 早期健全化基準 財政再生基準
�実質赤字比率 － － － 15% 20%
�連結実質赤字比率 － － － 20％ 30%
�実質公債費比率 1.6％ 5.7％ ▲ 4.1％ 25% 35%
�将来負担比率 － － － 350%

　健全化判断比率のうち 1 つでも早期健全化基準以上になった場合は「財政健全化計画」
を定める必要がありますが、いずれの比率も基準を下回っており、健全な状態にあると言
えます（比率がマイナスの場合は「－」で表示）。

健
全
化
判
断
比
率

�区　分 令和２年度 令和元年度 対前年度増減
�財政調整のための基金 6億 7982万円 8億 3135万円 ▲１億 5153万円
�その他特定目的基金 30億 0557万円 31億 6702万円 ▲１億 6145万円
�合計 36億 8539万円 39億 9837万円 ▲ 3億 1298万円

（※１）�交付税措置とは、町債の返済額を国が普通交付税という形で助成するもので、
措置される率は内容によっておおむね 30～ 100％です。

（※２）一般財源とは、町税など町が自らの裁量で使用できる財源です。
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　特別会計は、特定の事業を行う場合や特定の収入により事業を行う場合、その事業に係
る経理を一般会計と区別する必要があるため、条例により設置している会計です。

公共下水道事業会計

収益的収入　　８億 1743 万円
収益的支出　　７億 9688 万円
資本的収入　　　　 3756 万円
資本的支出　　２億 1740 万円

　主な収益的収入は、下水道使用料 3 億 5140
万円、一般会計からの負担金と補助金 1 億
2470 万円です。主な収益的支出は、管

かんきょ
渠やポ

ンプ場、浄化センターの費用 2 億 1874 万円、
企業債利息 1690 万円です。
　主な資本的支出は、芦屋町浄化センターほか
の改築実施設計 1868 万円、企業債元金償還金
1 億 4770 万円です。

モーターボート競走事業会計

収益的収入　1278 億 6899 万円
収益的支出　1226 億 3626 万円
資本的収入　　 0 万円
資本的支出　 14 億 5311 万円

　主な収益的収入は、芦屋本場開催の発売金な　主な収益的収入は、芦屋本場開催の発売金な
どの開催収入 830 億 550 万円、他場開催の発どの開催収入 830 億 550 万円、他場開催の発
売金などの場外発売受託事業収入 448 億 2101売金などの場外発売受託事業収入 448 億 2101
万円です。万円です。
　主な収益的支出は、売り上げに伴う払戻金や　主な収益的支出は、売り上げに伴う払戻金や
交付金、選手賞金などの開催費が 742 億 5358交付金、選手賞金などの開催費が 742 億 5358
万円、他場開催の払戻金などの場外発売受託事万円、他場開催の払戻金などの場外発売受託事
業費 439 億 7742 万円です。主な資本的支出は、業費 439 億 7742 万円です。主な資本的支出は、
投票機器のリース料や施設の改修工事などの建投票機器のリース料や施設の改修工事などの建
設改良費が 14 億 5306 万円です。設改良費が 14 億 5306 万円です。

国民宿舎特別会計

　主な収入は、一般会計からの繰入金 6644 万円
です。主な支出は、給水ポンプ、厨房排気ダクト
などの改修工事費 828 万円、新型コロナウイル
ス感染症に伴う補償補填が 5238 万円です。

収入　  　　7093 万円
支出　  　　6826 万円

地方独立行政法人
芦屋中央病院貸付金特別会計

　芦屋中央病院の町債の借り入れや、借り入れ中央病院の町債の借り入れや、借り入れ
た町債の返済を行うための会計です。た町債の返済を行うための会計です。
　主な収入は、医療機器整備のために借り入れ　主な収入は、医療機器整備のために借り入れ
た町債 1910 万円です。主な支出は、町債の返た町債 1910 万円です。主な支出は、町債の返
済費用で 4 億 7429 万円です。済費用で 4 億 7429 万円です。

収入　  ４億 9339 万円
支出　  ４億 9339 万円

給食センター特別会計

　主な収入は、給食費収入が 5561 万円、一般
会計からの繰入金が 9537 万円です。
　主な支出は、給食材料費が 5394 万円、その
ほかは、委託料、光熱水費、人件費などです。

収入　  １億 5327 万円
支出　  １億 5122 万円

国民健康保険特別会計

　主な収入は、保険税が 2 億 3485 万円、県の
補助金 10 億 7283 万円、一般会計からの繰入
金 1 億 3957 万円です。主な支出は、医療費 9
億 9281 万円、国保事業費納付金 3 億 8881 万
円などです。

収入　  14 億 8227 万円
支出　  14 億 2436 万円

後期高齢者医療特別会計

　主な収入は、加入者が納めた保険料が 1 億
6504 万円、一般会計からの繰入金 6481 万円
です。主な支出は、後期高齢者医療広域連合納
付金 2 億 2082 万円です。

収入　  ２億 3819 万円
支出　  ２億 3044 万円

ま
ち
の
家
計
簿

令和２年度特別会計決算
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今後５年間の財政運営の見通し
（財政シミュレーション）

　財政シミュレーションとは、今後の財政運営がどうなっていくのか
を令和２年度決算と令和３年度決算見込額の数値を参考に、一定の設
定条件のもと作成したものです。
　このなかで、町の貯金にあたる「基金」がどのように推移していく
見込みであるか説明します。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

R2 R3 R4 R5 R6 R7

基金残高の推移

36.9 38.8

44.6

単位：億円

※27年度以降見込額

39.1 40.8 43.2

■�５年後の基金残高見込みは
　40億円を確保
　基金残高の推移をみると、令和７年
度末の基金残高は 40 億円を確保する
見込みです。

■昨年度シミュレーションとの比較
　今回作成した財政シミュレーションと昨
年度作成したものを比較してみると、令
和７年度末の基金残高は約１億３千万円
増加しています。
　増額の主な要因として、普通建設事業
費などの投資的経費が減額されたことが
挙げられます。

■芦屋町の基金残高は比較的多い
　（令和元年度決算）（※１）
　芦屋町の標準財政規模（※2）に対す
る基金残高の割合は、104％です。
　福岡県内60市町村で100％を超えて
いるのは21市町村なので、芦屋町の基金
残高は比較的多いといえます。
　基金残高が多い理由のひとつとして、
モーターボート競走事業収入が挙げら
れ、この収入は令和７年度まで継続し
て見込んでいます。このため、今後も
100％前後の見込みで推移することか
ら、引き続き安定的な財政運営ができる
ものと判断しています。

 （※１）福岡県が公表している最新の決算情報は令和元年度分です。
 （※２） 標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源の標準的な規模のことで、経常的に収入しうる一般

財源の大きさを表します。
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　令和２年度にボートレース芦屋で開催したレースの年間総売上は、８２０億１６５７万円で、過去
最高の売り上げとなりました。純利益としては、６３億２７１６万円と、前年度（３６億９２７１万円）
を大きく上回りました。これは、スマートフォンなどによる電話投票の売り上げが向上したことが主
な要因です。また、新たなファン獲得を目的に、子ども向け屋内遊具施設（モーヴィ芦屋）の整備
と夢リアホールの改修を行い、令和３年７月にオープンしました。今後ますますボートレース芦屋が
皆さんにとって身近な場所となるようサービスの向上に努めます。
※�新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年４月１日から６月17日までボートレース芦屋
（外向発売所含む）を閉館し、芦屋開催レース（47日間）は、無観客（電話投票のみ）で実施しました。
� ▽問い合わせ　ボートレース事業局 庶務係（☎２２３局０５８１）

ボートレース芦屋の収益
令和２年度

老朽危険家屋等解体補助

サプライズ花火打ち上げ

芦屋町図書館

■移住・定住などの住宅施策
　◦老朽危険家屋等解体補助金� 600 万円
　◦定住促進奨励金� 500 万円
　◦住宅用太陽光発電システム設置補助金� 50 万円

■芦屋町の魅力を活かした観光推進
　◦芦屋港活性化推進事業� 1500 万円
　◦サプライズ花火打ち上げ事業� 700 万円
　◦チャレンジショップ等観光推進事業� 500 万円

■町民の皆さんが利用する施設運営費
　◦公民館・図書館運営事業� 6000 万円
　◦老人憩の家運営事業� 3000 万円
　◦町民会館運営事業� 600 万円
　◦レジャープールアクアシアン運営事業�300 万円

■商工業の振興
　◦創業等促進支援事業補助金� 700 万円
　◦空き店舗活用事業補助金� 50 万円
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ボートレースの収益は
こんなことに使われています
　町の一般会計には「７億円」を繰り出し、町民の皆さ
んの生活に役立つよう以下の事業に充てられました。

■学校教育の支援
　◦小中学校情報機器（ＩＣＴ）活用推進事業�6000万円
　◦小中学校・高校生等通学費補助金　� 500 万円
　◦学力向上事業� 200 万円

■皆さんの生活
　◦子育て支援事業� 8000 万円
　◦タウンバス・巡回バス運行事業� 3500 万円
　◦国民健康保険特別会計繰出金� 2700 万円
　◦下水道事業会計補助金� 2000 万円
　◦テレビ受信料半額補助金� 1000 万円
　◦敬老祝金� 850 万円
　◦コンビニ交付（住民票・税証明など）事業�600 万円
　◦高齢者運転免許証返納者支援事業補助金�100 万円
　◦防犯カメラ設置補助金� 50 万円

■将来への備え
　◦財政調整基金積立金　� 2 億円
　◦公共施設等整備基金積立金　� 1 億円

ＩＣＴを使った授業風景

子育て支援センター

コンビニ交付事業
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日本財団
THE NIPPON FOUNDATION

日本財団ってどんな団体？
　日本最大の社会貢献財団です。より良い社会の実現を目指し、日本と世界でさまざま
な分野において公益事業をサポートしています。
　ボートレース芦屋は売上金の一部と別に、平成 28年度から令和３年度にかけて、日本
財団に総額６０００万円を寄付するなど、財団の活動を支援しています。

ロゴマークにはどんな意味が？
　ロゴ左上の「Ｓ

シ ェ ア
ｈａｒｅマーク」は笑顔に満ちた人の和を表し、

パーツが閉じていない「日本財団」のタイポグラフィーは「全ての
人に開かれた未来」を、ロゴカラーであるグリーンは「親しみ」「共
感」「希望」「平和」を表しています。
　
具体的にはどんな活動を？
　市民、企業、ＮＰＯ、政府、国際機関などさまざまな立場の人々と連携し、海洋・船
舶に関する問題の解決、福祉や教育の向上、人道支援や人材育成を通じた国際貢献など、
活動分野は多岐にわたります。近年は、度重なる大規模災害の影響を受けた地域への復
興支援も行っています。

2020年度日本財団の活動報告 　ボートレース芦屋の収益は、 日本財団を通じてさまざまな国内外の
公益活動に活用されています。
　今回、 その日本財団の活動を紹介します。
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2020年度日本財団の活動報告
❶災害復興支援（令和2年7月豪雨）

　熊本県を中心に九州全域で記録的な大雨
となり、大河川の氾濫が相次ぎ浸水や土砂
災害などの被害が拡大しました。コロナ禍
での初の大規模災害であったことから、自治
体や支援団体の対応が手探りとなったため、
日本財団では被災県内を中心に支援活動を
行う団体を募ったほか、重機やボランティ
ア隊を派遣するなどの対応をとりました。

△球磨川沿いの撤去作業� ©福地波宇郎／OPEN�JAPAN

❷子どもサポートプロジェクト

　プロジェクト賛同者から寄付された資金
を活用し、東京おもちゃ美術館との共同事
業「あそびのむし」プロジェクトを実施。
　当事者と専門家の声を取り入れながら、
難病の子どもと家族、友だち、そして支援
者が一緒に遊べる世界中から取り寄せたお
もちゃのセットボックスを開発し、全国約
100 カ所の施設・病院へ配布しました。

△難病の子ども向けおもちゃセットを贈呈

❸海と日本プロジェクト

　「海を学ぼう」「海をキレイにしよう」「海
を味わおう」「海を体験しよう」「海を表現
しよう」の 5つのアクションから、海の感
動体験を通じて、特に若い人たちの海に対
する関心を高める活動を行っています。
　また、年々注目され問題視されている海
洋ごみ対策の促進に注力しています。

△「海と日本プロジェクト」：海岸でごみ拾いをする子ども

❹新型コロナウイルス対策資金支援

　対象の緊急医療施設でのニーズ調査に基
づき総額約５０億円の資金支援を行いまし
た。主な使途は以下のとおりです。
　1�医療従事者の防護やケア、院内感染防
止のための資機材の購入

　2�医療従事者や患者、家族の心身疲労な
どのケア

　3検査・治療の体制強化

△支援資金の使途の一例（ドクターカー）

　2020 年度に行った活動の一部をご紹介します。
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３局３５６９）

ま ち の わ だ い

 ９月 21 日～ 30 日　秋の交通安全県民運動
ルールを守り、命を守るルールを守り、命を守る

　早朝や夕暮れ時、夜間などは視界が悪くなり、交通事故
の発生数が増加します。特に秋の夕方は交通死亡事故が突
出しているとの統計（資料：警察庁）があります。秋の交
通安全県民運動では、町全域で黄色の旗を振り、通学する
子どもの安全を確保したり、通勤する車に安全運転を呼び
掛けたりしました。交通安全のために、毎朝交差点に立っ
ている後藤誠二さんは「交差点によっては、点字ブロック
でガードレールが立てられないところがあります。車道か
ら近い場所に立つと車に巻き込まれる危険性があるため、
日ごろからポールなどの後ろまで下がって信号待ちするよ
う声かけしています」と話していました。

命の源、お米作り。稲刈りで実りに感謝
 10 月４日　稲作体験学習
　小学 5 年生を対象に稲作体験学習が行われ、町内３小学校の 119 人が体
験しました。ＪＡ北九青年部（芦屋支所）の人によると、今年はよく実って
いるとのこと。たわわに実った稲をみんな重そうに運んでいました。芦屋
東小学校の花田勝汰さんは、「87 束刈りました。下の方が柔らかくて、引
くときに力を入れると楽に切れました。楽しかったです」と話していました。
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感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

 

交
通
災
害
共
済
の
加
入
者
が
前
年
度
よ
り
５

人
以
上
、
ま
た
は
10
口
以
上
増
え
た
自
治
区
に

は
共
済
本
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
粟
屋
区
、
船
頭
町
区
、
元
町

区
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
区
を
代
表
し

て
粟
屋
区
長
の
石
川
智
雄
さ
ん
、
船
頭
町
区

長
の
中
西
利
行
さ
ん
、
元
町
区
長
の
中
山
隆

さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
１
口
５
０
０
円
、
１

人
３
口
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
通
事

故
で
け
が
を
し
た
時
に
け
が
の
程
度
に
応
じ
て

１
口
最
大
１
２
０
万
円
の
共
済
金
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。
前
年
度
に
加
入
し
て
い
た
人

で
、
９
月
中
に
継
続
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
、
中
途
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
早
め
に
手
続
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
初

め
て
の
人
も
、
１
口
か
ら
い
つ
で
も
加
入
で
き

ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３
局
３

５
３
１
）

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
２
年
７

月
13
日
か
ら
令
和
３
年
８
月
27
日
ま
で
に
10

万
７
１
３
２
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災

地
へ
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
令
和
３
年
８
月
11
日
か
ら
の
大

雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
支
援
と

し
て
、
災
害
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
福
岡
県
を
通
じ
て

被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

義
援
金
箱
設
置
場
所　
役
場
１
階
総
合
案

内
、
２
階
総
務
課
窓
口
、
総
合
体
育
館
、
芦

屋
町
図
書
館
、
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民

館
、
町
民
会
館
、
芦
屋
釜
の
里
、
芦
屋
歴
史

の
里

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３
局
３

５
７
２
）

子
ど
も
食
堂
に
食
料
品
支
援
の
ご
協
力
を

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ（
未
使
用
食
料
品
の
寄
付
）

　

遠
賀
信
用
金
庫
は
、
子
ど
も

食
堂
を
支
援
す
る
た
め
に
、
家
庭

で
余
っ
て
い
る
未
使
用
食
料
品
の

寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

食
堂
へ
の
支
援
活
動
に
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
８
日
月
～
19
日
金
・
午
前
9

時
～
午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
信
用
金
庫
の
芦
屋
支
店
、

本
店
、
岡
垣
支
店
、
遠
賀
支
店
、
浅
木
支
店
、

山
田
支
店

▽�

対
象
食
品　
次
の
①
～
③
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
食
品　

①
賞
味
期
限
が
２
カ
月

以
上
あ
る 

②
未
開
封 

③
常
温
保
存
品

　

 【
例
】
◦
缶
詰
な
ど
の
加

工
食
品 

◦
穀
類
・
麺
・
粉

製
品
（
玄
米
、
精
米
、
パ

ッ
ク
ご
飯
、
シ
リ
ア
ル
食

品
、
麺
類
、
小
麦
粉
な
ど
）

◦
調
味
料
（
砂
糖
、
み
そ
、

し
ょ
う
ゆ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

油
、
カ
レ
ー
ル
ー
な
ど
）
◦
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
（
ラ
ー
メ
ン
、カ
ッ
プ
麺
、み
そ
汁
、

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）
◦
レ
ト
ル
ト
食
品
（
カ

レ
ー
、
丼
な
ど
）
◦
乾
物
（
ノ
リ
、
か
つ

お
節
、
昆
布
、
煮
干
し
、
豆
類
、
春
雨
な
ど
）

※
次
の
食
品
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

　

 

◦
冷
凍
・
冷
蔵
食
品 

◦
生
鮮
食
品
（
生
肉
・

魚
介
類
・
生
野
菜
）
◦
酒
類 

◦
弁
当

▽�
問
い
合
わ
せ　
遠
賀
信
用
金
庫 

営
業
本
部 

地
域
貢
献
課
（
☎
２
８
１
局
１
５
０
５
）

令
和
３
年
度
職
業
訓
練
生
募
集

（
１
月
生
）

▽�

募
集
科
目
　
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
科
＝

15
人 

②
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
＝
20
人 

③
企
業
実
習
付
・
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
＝

４
人 

④
導
入
講
習
付
・
ス
マ
ー
ト
生
産
サ

ポ
ー
ト
科
＝
10
人

▽�

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み

を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指
示
ま
た
は
受
講

推
薦
を
も
ら
え
る
人

▽�

訓
練
期
間
　
①
②
③
＝
令
和
４
年
１
月
５

日
水
～
６
月
30
日
木　
④
＝
１
月
５
日
水
～

７
月
28
日
木

▽�

募
集
期
間
　
11
月
１
日
月
～
12
月
６
日
月

▽�

申
し
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
☎
６

２
２
局
５
５
６
６
）

▽�

問
い
合
わ
せ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡　

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
局
６
９
０
９
）

犯
罪
被
害
者
週
間
と
相
談
窓
口

11
月
25
日
木
～
12
月
１
日
水

　

毎
年
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
人
へ
の
理
解
や
被
害
者
支

援
の
必
要
性
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

【
犯
罪
被
害
相
談
窓
口
】　

　

犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を

行
う
相
談
窓
口
で
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

あ
な
た
の
心
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦�

福
岡
警
察
本
部
内�

心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

　
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
局
７
８
３
０
）

◦ 

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
全
国
共
通
番
号

　
（
☎
♯
８ハ

ー

ト
１
０
３さ

ん

）

※ 

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
は
、

女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
課
被
害

者
支
援・相
談
係（
☎
６
９
１
局
０
１
１
０
）

みんなの

ひろば
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【一般書】
透明な螺

ら

旋
せん

東野　圭吾� 著
ペッパーズ・ゴースト 伊坂　幸太郎� 著
本が紡いだ五つの奇跡 森沢　明夫� 著
たそがれ大食堂 坂井　希久子� 著

【児童書】
なんで英語、勉強すんの？ 鳥飼　玖美子� 作
体育がある 村中　李衣� 作
しゅくだいがっしょう 福田　岩緒� 作
まっくろ 高崎　卓馬� 作
ぎんいろのねこ あまん　きみこ� 作

民王　シベリアの陰謀
�����池井戸　潤　著��
第二次内閣を発足させた武

藤泰山を絶体絶命のピンチが
襲う。目玉として指名した高
西麗子・環境大臣が、発症
すると凶暴化する謎のウイル
スに冒され、急速に感染が拡
がっているのだ。緊急事態宣
言を発令し、終息を図る泰山
に、世論の逆風が吹き荒れる。

新 着 図 書

注目の一冊

●
浜
木
綿
俳
句
会

通
院
の
常
の
景
色
も
末
枯
る
る

 

野
口
加
津
美

丸
窓
の
誘
ふ
先
の
蔦
紅
葉

 

吉
住　
利
枝

籠
も
る
日
の
今
生
の
闇
虫
し
ぐ
れ

 

小
川　
雪
野

渡
り
鳥
刈か

り
た田
過
ぐ
と
き
声
こ
ぼ
す

 

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

志
野
焼
に
月
見
団
子
と
抹
茶
か
な

 

田
尾
三
千
枝

畑
仕
事
腰
を
伸
ば
せ
ば
赤
と
ん
ぼ

 

縄
田　
惠
子

故
郷
の
話
も
馳
走
栗
ご
は
ん

 

仲
山
ク
ニ
子

暫
く
は
無
言
な
り
け
り
月
今
宵

 

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

稲
の
花
白
く
小
さ
く
目
立
た
ね
ど

秋
に
は
黄
金
の
実
り
と
な
り
ぬ

 

後
藤　
征
子

秋
風
や
吊
る
し
た
ま
ま
の
風
鈴
の

音
色
は
誘い

ざ
なう
み
ち
の
く
の
旅

 

麻
生　
清
子

新
聞
紙
に
包
み
て
く
れ
し
歪
な
る

と
り
た
て
胡
瓜
両
手
に
受
け
る

 

宮
﨑
佐
代
子

去こ
ぞ年
の
秋
の
ゴ
ー
ツ
ー
ト
ラ
ベ
ル
に
の
せ
ら
れ
て

集
め
し
チ
ラ
シ
束
に
し
捨
て
る

 

村
上　
一
惠

俳
句
・
短
歌

と　き 　　出　演・催　し　　
14 日日・午前 11 時から にじの会
20 日土・午前 11 時から おはなしトントン
28 日日・午前 11 時から にじの会△

ところ　おはなしのへや・多目的室
※ 11 月の赤ちゃんおはなし会たっちはありません。

　今年を振り返って、印象に残った
出来事などを漢字一文字で表す、「わ
たしの漢字」を募集します。参加作
品は図書館前に随時貼りだします。△ �

とき　11 月 27 日土～ 12 月 28
日火

※用紙は図書館カウンターで配布します。

■休館日　�１日月、８日月、15日月、22日月、
25日木、29日月

芦屋町図書館
（☎２２３局３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※ 資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 11月

秋の特別おはなし会

　北九州市在住の絵本作家、SDG ｓの専門家でも
ある原賀いずみさんを講師に迎え、到津の森公園の
歴史などを交えた楽しい講演会です。ギャラリーあ
しや・図書館で絵本の原画展も開催します。△

とき　12 月 12 日日午後２時から△

ところ　中央公民館 2 階△

定員　50 人（事前申し込み先着順）△ �

申し込み　11 月２日火より、電話または図書館
カウンターで受け付け

※  10 月 23 日土～ 11 月 12 日金ギャラリーあし
やにて原画展開催中です。

「わたしの漢字」大募集

原賀いずみさん講演会

定例おはなし会

と　き 　　出　演・催　し　　
３日水㊗・午後２時から 図書館ボランティア△

ところ　中央公民館２階
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　８月 24 日から 9 月 5 日まで東京パラリンピックが開催されたこともあり、
障がい者に対する人権尊重の意識が高まっています。一方で、障がいのある人
に対する人権問題がさまざまな場面で発生しています。

いまだに差別が
存在していることを知ろう

　内閣府から発表された「人権擁護に関する世論
調査」の中で、「障がい者に関して、現在、どの
ような人権問題が起きていると思いますか」とい
う問いに対し、「就職・職場で不利な扱いを受け
ること」が 49.9％ともっとも高く、「差別的な言
動をされること」が 48.7% と次に高い結果が出
ています。
　具体的な事例として、求
人募集時に障がいがある
ことを理由に応募を受け付
けない事例、車いすでエレ
ベーターを利用する人に対
して「邪魔だ」「混んでい
るときは利用を避けてほし
い」などと心ない発言をする事例が確認されてい
ます。こうした人権問題が発生する背景には、障
がい者に対する無関心や無理解が原因と考えられ
ます。

障害者差別解消法を
知っていますか

　障がいのある人への差別をなくし、障がいのあ
る人もない人も共に生きる共生社会の実現を目指
して、平成 28 年 4 月 1 日に「障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消
法）」が施行されました。この法律では、国や市町
村などの行政機関、会社、店などの民間事業者に、
障がいを理由とする「不当な差別的取り扱いの禁
止」や「合理的配慮の提供」が求められています。

不当な差別的取り扱いとは

　障がいのある人に対して、正当な理由なく障がい
を理由に差別することです。
⃝�障がいを理由に、サービス
の提供や店舗への入店を拒
否する

⃝�障がいを理由に、施設など
の利用や入会を制限する

合理的配慮の提供とは

　障がいのある人から、社会的障壁を取り除くため
に何らかの対応を必要としている意思が伝えられた
とき、負担が重すぎない範囲で対応することです。
⃝�車いす利用者のために、高いところに陳列され
た商品をとって渡す

⃝�目や耳の不自由な人のために音声
ガイドや点字、筆談や手話など障
がいの特性に応じたコミュニケー
ション方法を使って説明する

共生社会の実現に向けて

　障がいがあるかないかによって人の価値が変わる
ことは決してありません。このような当たり前の価
値観を、改めて社会全体で共有していくことが何よ
りも大切です。一人ひとりが障がいのことを理解し、
歩み寄り、助け合おうとする意識を持つことで、誰
もが住みやすい共生社会の実現を目指しましょう。

芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽�問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３局３５４６）
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３局３５３３）

あしや

健
幸な町

　　病院では、新型コロナウイルス感染症対策を
した上で検診を行います。

がん検診は自粛しないでください。

大腸がんは
女性のがん死亡原因の第1位
男性は第3位
　大腸がんは、進行するまで自覚症
状がほとんどありません。がんは早
く見つけて治療すれば 95％以上が
完治すると言われています。がんで
命を失わないためには、症状のない
うちに検診で見つけて治療すること
が大切です。

 大腸がん検診の内容
　●�検査方法　便潜血検査
（２日法）　

　※�検査は便を採取するだけ
なので、自宅で簡単に行
うことができます。

　●検査料金　３００円
　●対象　40歳以上の町民
　※�保険の種類
に関係なく
受けること
ができます。

大腸がん

15.4%

肺がん

14.1%

膵がん

11.7%
乳がん

9.5%
胃がん

9.5%

その他

39.8%

女性

総数

156,086人

肺がん

24.2%

胃がん

12.7%

大腸がん

12.4%

膵がん

8.2%

肝がん

7.6%

その他

34.9%
男性

総数

220,339人

女性のがん死亡原因

大腸がん

15.4%

肺がん

14.1%

膵がん

11.7%
乳がん

9.5%
胃がん

9.5%

その他

39.8%

女性

総数

156,086人

肺がん

24.2%

胃がん

12.7%

大腸がん

12.4%

膵がん

8.2%

肝がん

7.6%

その他

34.9%
男性

総数

220,339人

男性のがん死亡原因

出典：公益財団法人がん研究振興財団　がんの統計2021

 大腸がん検診の流れ
　①芦屋中央病院に予約する
　　☎２２２局２９３２（予約専用：平日・午前10時～午後４時）
　②検査容器が自宅に郵送される
　③�２日分の便を採取する
　※�直射日光に当たらないように注意して
ください。

　④芦屋中央病院に検査容器を提出する
　⑤結果が自宅に届く
　⑥�検査で陽性（異常あり）の場合は、必
ず医療機関で精密検査を受ける

　�　 　大腸がん検診のほかにも芦屋町で受
けられるがん検診があります。

大腸がん検診は
簡単・安い！

３００円

　町の補助があるから

△�大腸がん検査容器
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　りーどぼらんてぃあキッズは、活動テーマ
の１つとして災害支援活動を行っています。
今年度は、ボランティア活動センターで開催
されたワールドカフェに参加して、災害時の
ボランティアを学習しました。
　もし、芦屋町で災害が発生したら、りーど
ぼらんてぃあキッズには何ができるのだろう。
　今回の研修では、避難所が開設されたとき
に使用されるテントやベッドの設営体験をとお
して、身近な場所で災害が起きたときにどん
なボランティアができるのかを考えました。
　設営は２班に分かれて、大人の手を借りず
に行いました。テントは支柱などの部材が軽
く、説明書を見れば簡単に組み立てることが
できました。ベッドは金属製でキッズにとっ
ては重たいものでしたが、協力して組み立て
を行いました。完成後、全員がそれぞれテン
トに入り、テントの広さやベッドの寝心地を
確認しました。
　避難所でテントやベッドで生活しなければ
ならなくなった避難者に対して、どんなボラ
ンティアができるのかを考えてみると、食べ
物や飲み物を配ることやなにか困っているこ
とがあればその話を聞くことなどが挙げられ
ました。
　今回の研修は、避難者の生活環境を理解す
る機会になりました。今後の災害支援活動に
きっと役立つと思います。

りーどぼらんてぃあキッズ
研修会報告

▽問い合わせ　ボランティア活動センター
　　　　　　　（☎２２１局１０１１）

り 43№信通どー

△�みんなで協力して避難者用のベッドを運ぶ
　りーどぼらんてぃあキッズ

芦屋町で受けられるがん検診
　がん検診は町の補助があり、大変お得に受
けられます。検診の対象者、受診方法など、詳
しくは健康づくり係へ問い合わせてください。
●胃がん検診　　　　　●肺がん検診
　（胃透視・胃カメラ）　　�（Ｘ線・喀

かくたん
痰）

●前立腺がん検診　　　●子宮頸がん検診

●乳がん検診　　　　　●骨密度測定

40歳を過ぎたら
１年に１回
受診しましょう

国民健康保険に加入の皆さん！
特定健診を受けましょう

●健診料金　５００円
● 健診当日持参するもの　受診券・国民
健康保険証

● 受診場所　遠賀郡・北九州市・中間市
内の医療機関

※ かかりつけの病院で血液検査をしてい
る人は健診結果の情報提供にご協力く
ださい。
※�特定健診の詳しい情報は
ホームページをご覧くだ
さい。
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町
民
の
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

町
税
は
、
教
育
・
福
祉
・
生
活
環
境
・
道
路

整
備
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
私
た
ち
が

思
い
が
け
な
い
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

経
済
的
な
負
担
を
軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

税
の
滞
納
は
そ
れ
ら
の
財
源
が
損
な
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
貴
重
な
税
金
か
ら
滞
納
処

分
に
か
か
る
本
来
必
要
の
な
い
経
費
（
督
促

状
や
催
告
書
な
ど
の
印
刷
、
送
付
費
用
な
ど
）

を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。町
に
と
っ

て
は
大
き
な
負
担
・
損
失
と
な
り
、
最
終
的

に
は
町
民
全
体
の
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

■
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
本
来
、
自

主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納

期
を
過
ぎ
た
場
合
は
督
促
状
の
発
送
な
ど
に

多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経
費
も
町
税

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
便
利
な
納
付
方
法

　

仕
事
な
ど
で
平
日
納
付
に
行
け
な
い
場
合

で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
コ
ン
ビ
ニ
）

で
い
つ
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
期
限
内
の
も
の
の
み
で
す
。

■
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

病
気
や
失
業
、
生
活
困
窮
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納
付
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
は
、
納
付
計
画
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
の

　

滞
納
処
分

　

国
税
徴
収
法
な
ど
で
は
、
税
の
徴
収
職
員

は
滞
納
者
の
町
税
に
つ
き
、
そ
の
財
産
を
差

し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
、
滞
納
！

ス
ト
ッ
プ
、
滞
納
！  

納
税
は
納
期
限
内
に

納
税
は
納
期
限
内
に

　
　
　
　

  
～ 

皆
さ
ん
の
納
税
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す 

～

▼
問
い
合
わ
せ

　
納
税
係
・
納
付
相
談
窓
口

　
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
５
）

換価処分換価処分

滞納町税
への充当

督促状の送付
文書催告

財産調査財産調査

財産差押

▼

▼

▼

▼

督促状を送付し、未納分を納付するよう督促（請
求）します。それでも納付がない場合は、催告
書の送付や電話などによる催告を行います。

金融機関や勤務先など、滞納者の財産を占有す
る（持っている）第三者などに対して調査を行
います。
対象となる財産は、給与、預貯金、不動産、動産、
自動車などです。
財産調査で発見した滞納
者の財産を差し押さえ、
滞納者やその財産の利害
関係者に「差押通知書」
を送付します。

差し押さえた財産を
金銭に換えます。

滞納町税にあてます。

滞納処分までの流れ滞納処分までの流れ

納
付
方
法
コ
ン
ビ
ニ

納
付

ス
マ
ホ

納
付

税
区
分

住
民
税
（
普
通
徴
収
）

〇

〇

固
定
資
産
税

〇

〇

国
民
健
康
保
険
税

〇

〇

軽
自
動
車
税

〇

×

〇
：
納
付
可
能　
×
：
納
付
不
可
能
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税
に
ま
つ
わ
る

税
に
ま
つ
わ
る  

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

Q       

納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
持
っ
て
い
る
納
付
書
で
納
め
ら
れ

る
の
か
。

A   

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
お
手
持
ち

の
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融

機
関
や
、
役
場
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 
た
だ
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す

る
場
合
に
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q   

納
税
の
相
談
を
し
た
い
け
ど
、 

忙

し
く
て
役
場
に
行
く
時
間
が
な
い
。

A   

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
何
の

相
談
も
な
い
場
合
は
、
財
産
調
査
や

差
押
え
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

Q   

借
金
が
あ
る
の
で
税
金
を
納
付
で

き
な
い
。

A   

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
大
多
数
の
人
は
納
期
限
内

に
納
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

税
法
第
14
条
に
「
税
金
は
す
べ
て
の

債
務
に
優
先
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、個
人
債
務（
借
金
）

よ
り
税
金
が
優
先
さ
れ
る
の
で
す
。

Q   

滞
納
額
が
少
額
な
の
で
、
差
押
え

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

A   

滞
納
に
多
い
少
な
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
少
額
で
あ
っ
て
も
滞
納
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
財
産
調
査

を
行
い
、
財
産
が
あ
れ
ば
滞
納
処
分

（
差
押
え
）
を
行
い
ま
す
。

Q     

事
前
の
連
絡
や
承
諾
な
し
に
、
財

産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

A   

法
律
で
は
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
後
、

督
促
状
を
発
送
し
て
10
日
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
押
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
、
本
人
に
対
し
て
事
前
の
連
絡

や
そ
の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
自
主
的
に

納
付
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、

督
促
状
な
ど
で
早
期
の
納
税
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ

れ
な
い
時
は
、
税
の
公
平
を
保
つ
た

め
に
財
産
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

Q 　
勝
手
に
個
人
の
口
座
を
調
べ
て
、

金
融
機
関
の
預
金
を
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
。
個
人
財
産
の
調
査
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
ら
な
い
の
か
。

A 　
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
法
律
（
国

税
徴
収
法
）
に
よ
り
、
す
べ
て
の
財
産

に
対
す
る
調
査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
権
限
に
よ
っ
て
、
調
査
を
受

け
る
勤
務
先
の
事
業
所
、
金
融
機
関

な
ど
の
関
係
機
関
は
、
調
査
に
協
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
財
産
調
査
は
、
個
人
情

報
保
護
法
に
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
な

い
人
に
対
し
て
、
督
促
状
を
送
付
し
、
催
告

書
な
ど
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
付
相
談
も
な
い
、
納
税
に
誠

意
の
見
ら
れ
な
い
滞
納
者
（
悪
質
な
滞
納
者
）

に
対
し
て
は
、
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
処
分
と
し
て
資
産
や

収
入
の
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　

差
押
え
の
対
象
は
、
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
、
国
税
還
付
金
、
不
動
産
、
自
動
車

な
ど
で
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
は
公
売
な
ど

に
よ
り
換
価
し
、
滞
納
町
税
に
充
当
し
ま
す
。

■
税
以
外
で
も
徴
収
を
強
化

　

町
営
住
宅
使
用
料
や
下
水
道
使
用
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保

育
料
、
給
食
費
、
奨
学
返
還
金
な
ど
も
、
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関

し
て
も
、
滞
納
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
る

と
と
も
に
納
付
指
導
や
徴
収
を
強
化
し
ま
す
。

件　数件　数 金 　額金 　額

１２４件１２４件 ６７２万２１２３円６７２万２１２３円

 【令和２年度差押え実施状況】【令和２年度差押え実施状況】

△タイヤロックされた自動車

広報あしや　2021.11⑲



11 月は、児童虐待防止推進月間です

体罰によらない子育てを広げよう！

このようなことが児童虐待です

◉子どもの生命にかかわるとき、緊急性が高いときは 110番へ

広報あしや　2021.11 ⑳

■体罰は法律で禁止されています
　 　令和２年４月に法律が改正され、子どもへの体

罰は禁止されています。

■こんなことしていませんか
 　　しつけのためでもこれらはすべて体罰です。
　⃝ 何度も言葉で注意したけど言うことを聞かない
ので、頬を叩いた

　⃝  いたずらをしたので、長時間正座をさせた
　�⃝�宿題をしなかったので、夕食を与えなかった
　⃝ 友だちを殴ってケガをさせたので、
　　同じように子どもを殴った

■しつけと体罰
　 　しつけとは、子どもの人格や才能などを伸ばし、

自立した社会生活を送れるよう子どもをサポート
して社会性を育む行為です。どうすればよいかを
言葉や見本を示すなどの本人が理解できる方法で
伝える必要があります。

　 　ただし、親がしつけのためだと思っても、体に
何らかの苦痛を引き起こすなどの行為は、どんな
に軽いものであっても体罰に該当します。

 　 　体罰などが繰り返されると、子どもの心身の成
長・発達にさまざまな悪影響が生じる可能性があ
ります。

■子育てはいろいろな人の力と共に
　⃝子育て支援サービスを積極的に活用しましょう。
　⃝保護者だけで抱え込まないようにしましょう。
　⃝ 困ったことがあれば、まずは町の子育て相談窓

口＝子育て世代包括支援センター（☎２２３局３
５３７　役場健康・こども課内）へ相談しましょう。

■虐待かもと思ったら電話で連絡をお願いします
　〈児童相談所虐待対応ダイヤル〉

全国共通・通話料無料・
24 時間受け付け
⃝ 通告は法律で定めら

れた国民の義務です。
⃝ 通告・相談は匿名で行うこともでき、

通告・相談をした人、その内容に関す
る秘密は守られます。

　結果として虐待でなかったとしても、通告・相談
をした人が責められることはありません。
【子どもからのサイン】
　⃝�不自然な傷や打撲のあとがある
　⃝衣服やからだがいつも汚れている
　⃝夜遅くまでひとりで家の外にいる
【親からのサイン】
　⃝ 子育てに拒否的・無関心　
　⃝子どものけがに関する説明が不自然　など

○身体的虐待
　�なぐる、ける、たたく、
激しくゆさぶる、やけ
どを負わせる　など

○性的虐待
　�子どもへの性的行為や性的行
為を見せる、性器を触ったり
触らせたりする　など

○ネグレクト（育児放棄）
　�食事を与えない、学校に
登校させない、病気にな
っても受診させない、ひ
どく不潔にする　など

○心理的虐待
　�言葉による脅し、無視、きょう
だい間で差別的扱い、子どもの
前でのＤＶ　など

☎ 電話番号は

【１
い ち は や く

８９】
▽ �問い合わせ　子育て支援係（☎２２３局３５３７）



� 芦屋町地域おこし協力隊�入江�俊充さんのコラム

広報あしや　2021.11㉑

　こんにちは。8 月、9 月は国内では 57 年ぶりの東
京開催となったオリンピック・パラリンピックが行
われ、日本のメダルラッシュに盛り上がりました！
一方で新型コロナウイルスや記録的な大雨が猛威を
振るい、芦屋町内でも楽しみにしていたイベントの
中止・延期が発表された月となりました。

地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入れ、
地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。

　作ってみるとわらが
カサカサになってまと
まらなかったり、ひ
もの締め込みが緩くて
体つきが引き締まらな
かったり、なかなかう
まくいきませんでした
が、作り始めると久し
ぶりのモノ作り作業に
没頭し、子どもの頃を

思い出しながら懐かしい気持ちになりました（笑）。
　一見簡単そうに作っているようですが、実際に作っ
てみると、単純作業の中にも細かな技術が必要にな
り、なかなか難しかったです。会の皆さんに教えを乞
いながら、なんとか自分でも作ることができました。

　どうでしょうか？なかなか形になりましたね。
　日々の活動は Instagram で発信していますので、フ
ォローして活動を応援してもらえるとうれしいです！

▽ �問い合わせ　地方創生推進係（☎２２３局３５７１）

■伝統行事「八
はっさく
朔の節句」

　そんな中、芦屋町で 300 年前から伝わる伝統行事
「八朔の節句」の準備のため、わら馬作りを体験して
きましたので、今回はその様子をお伝えします！

　参加者はわら馬作りのベテランさんから、今年男
の子が生まれたというパパまでさまざま。
　わら馬はその名の通り、わらで馬の形を作ってい
くのですが、用いるものはわらとタコ糸のみで、作
り方は実にシンプル。

△�筑前芦屋だごびーなとわら馬の会の会長徳山忍さん（左）
からレクチャーを受けています。

入
いり え
江�俊

としみつ
充　（33歳）

　宮城県仙台市生まれ兵庫県神戸市出身
　東京と大阪で長く働いていました。
　WEB を活用した情報発信が得意。
　趣味は釣りと最近始めたゴルフ！

△�材料のわらを霧吹きで湿らせて、ゴムのハンマーでたた
いて、しんなりとなじませます。

△�作業にのめり込んでいます。



風
し
ん
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
54
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
今
ま

で
に
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
機
会

が
な
く
、
抗
体
保
有
率
も
ほ
か
の
年
代

に
比
べ
て
低
い
こ
と
か
ら
、
抗
体
検
査

と
定
期
予
防
接
種
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

①
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
る

② 

抗
体
価
が
低
い
人
に
定
期
予
防
接
種

と
し
て
風
し
ん
予
防
接
種
を
行
う

※ 

風
し
ん
予
防
接
種
の
際
に
は
、
抗
体
検
査

の
結
果
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
る
に

は
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
済
み
で
す
。

▽�

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限　
令
和
４

年
２
月
28
日
月
（
過
去
に
配
布
し
た

ク
ー
ポ
ン
券
で
、
有
効
期
限
が
過
ぎ

た
も
の
も
、
こ
の
期
限
ま
で
有
効
）

※ 

ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、

予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
保
健

師
・
栄
養
士
が
話
し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
30
日
火
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
1
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

11
月
22
日
月
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性
向
け
に
料
理
の

基
礎
か
ら
は
じ
め
、
家
で
で
き
る
簡
単

な
料
理
を
作
り
ま
す
。
で
き
あ
い
の
そ

う
菜
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
や

食
事
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
な

人
な
ど
、
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
料
理

の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
11
月
16
日
火
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
筆

記
用
具

▽�

申
し
込
み　

11
月
9
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　
11
月
19
日
金
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時

は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～

64
歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人

の
み

※ 

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

献
血
し
た
人
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

広報あしや　2021.11 ㉒芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

�「たんぽぽ」（☎２２１局２５６７）

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

　

11
月
10
日
水
～
16

日
火
は
「
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
問
題
啓
発
週
間
」

で
す
。
節
度
あ
る
適
度

な
飲
酒
に
努
め
る
と
と
も
に
、
週
に
２

日
間
の
休
肝
日
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
適

度
な
飲
酒
量
の
目
安
は
、
ビ
ー
ル
で
５

０
０
㎖
、
日
本
酒
で
１
８
０
㎖
、
ワ
イ

ン
で
１
２
０
㎖
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

■
調
剤
薬
局
事
務
講
習
会
（
資
格
取
得
）

▽�

と
き　
11
月
18
日
木
～
12
月
23
日
木
・

期
間
中
全
10
回

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
直
方
総
合
庁
舎
（
直

方
市
日
吉
町
）

▽�

定
員　
10
人
（
事
前
予
約
制
の
託
児

あ
り
）

▽��

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
な
ど
４
０
０

０
円
は
自
己
負
担
）

▽�
申
込
期
限　
11
月
４
日
木

■
強
度
行
動
障
が
い
支
援
者
養
成
研
修

▽�

と
き　
12
月
11
日
土
～
令
和
4
年
１

月
８
日
土
・
期
間
中
全
４
回
（
い
ず

れ
も
土
）

▽�

と
こ
ろ　
飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
新
立
岩
）

▽�

定
員　
８
人
（
事
前
予
約
制
の
託
児

あ
り
）

▽��

受
講
料　
無
料
（
教
材
費
な
ど
４
０
０

０
円
は
自
己
負
担
）

▽�

申
込
期
限　
11
月
25
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２
１

局
０
３
９
０
）

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
実
態
を

調
査
し
ま
す

　

福
岡
県
ひ
と
り
親

世
帯
等
実
態
調
査
は
、

生
活
実
態
と
要
望
事

項
な
ど
の
把
握
を
目

的
と
し
、
５
年
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
今
後
の
ひ
と
り
親
家
庭

等
福
祉
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
世
帯
へ
調
査
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

調
査
期
間　
10
月
25
日
月
～
11
月
15

日
月

▽�

基
準
日　
11
月
1
日
月
時
点

▽�

対
象　
福
岡
県
内
で
無
作
為
に
抽
出

し
た
母
子
世
帯
３
７
５
０
世
帯
、
父

子
世
帯
２
０
０
０
世
帯
、
養
育
者
世

帯
５
０
０
世
帯

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
福
祉
労
働
部

児
童
家
庭
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４

３
局
３
２
５
７
）
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　【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　11 月 17 日水・午前 10 時～正午
　 ▽ �ところ　中央公民館４階
　※予約は町内に住んでいる人のみです。
　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 　  11 月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

　※次回は、12 月 14 日火です。

11 月の日曜開館日　７日・21日
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　11 月１日月・午前 11 時～ 11 時 30 分

♥どんぐり拾いと絵本

　 ▽ �とき　11 月 10 日水・午前 10 時～ 11 時

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　11 月 19 日金・午前 11 時～ 11 時 30 分

♥育児相談
　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　 ▽ �とき　11 月９日火・午前 10 時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母子
健康手帳

　※町外の人も相談できます（予約不要）。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　11 月 17 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※ たんぽぽスタッフが

絵本やおもちゃを用
意して待っています。



　 11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日
で
す

　

む
し
歯
や
歯
周
病
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
（
口
の
機
能
低
下
）
の
予
防
に
は
、

セ
ル
フ
ケ
ア
と
あ
わ
せ
て
歯
科
医
院
で

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
が
重
要

で
す
。
１
年
に
１
回
は
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
で
歯
と
口
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
生
涯
自
分
の
歯
で
健
や
か
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
中
に
40
、
50
、

60
、
70
歳
に
な
る
人
は
、
今
年
度
歯
周

病
健
診
を
６
０
０
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受

診
券
は
5
月
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
紛

失
し
た
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

認
知
症
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

　
認
知
症
は
誰
も
が
な

り
得
る
身
近
な
も
の

で
、
症
状
が
出
る
前
か

ら
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
頭
と
体
を
同
時
に

使
っ
た
運
動
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
で
脳

の
活
動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も
継
続

で
き
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽ 

と
き　
12
月
１
日
・
８
日
・
15
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
３
回
）・
午
前
10
時

～
11
時

▽ 

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館
集
会
室

▽�

対
象　
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
を
持

た
な
い
人

▽ 

定
員　
15
人

▽ 

参
加
費　
無
料

▽ 

申
し
込
み
　
11
月
26
日
金
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

若
年
性
認
知
症
交
流
会

　

若
年
性
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
同

士
が
日
頃
の
不
安
や
悩
み
を
相
談
し
た

り
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
す
る
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
と
き　
①
12
月
４
日
土
②
令
和
4
年

2
月
5
日
土
・
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
３
時

▽
と
こ
ろ　
①
＝
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（
中
間
市
蓮
花
寺
）
②
＝
宗

像
ユ
リ
ッ
ク
ス
（
宗
像
市
久
原
）

▽
定
員　
50
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
〈
０
９
３
０
〉
２
６
局
２
３
７
０
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

健
康

・
福
祉

　現在は 23 の自治区でサロン活動が行われており、高齢者の皆さんが集まって体操などを
行っています（緊急事態宣言中は活動の自粛をお願いしています）。
　新型コロナウイルス感染症の流行により、人との交流が少なくなって寂しさを感じていま
せんか。皆さんで定期的に集まって体操や茶話などを行うことは、立派なサロンです。
　令和４年４月から開始する自治区を募集していますので、福祉課高齢者支援係に気軽に相
談してください。

　◇運営する人　高齢者の皆さん、地域に住んでいる人なら誰でも
　◇内容　簡単な体操など気軽にできること
　◇回数　月１回（２時間以上）から
　◇ところ　自治区の公民館など
　◇運営支援　町や社会福祉協議会による支援があります。
　◇�申し込み・問い合わせ　令和４年１月 12 日水までに高齢者支援

係（☎２２３局３５８１）へ申込書を提出してください。

◆ 下記の自治区ではサロン活動が行われています。気軽に参加してください。
　 粟屋、大城、浜口、東町、高浜町、第三緑ヶ丘、正門町、第二緑ヶ丘、船頭町、中ノ浜、市場、

浜崎、幸町、白浜町、雁木、三軒屋、浦、柏原、正津ヶ浜、はまゆう、大君、江川台、花美坂

あなたの地域でもはじめよう！地域交流サロン

広報あしや　2021.11 ㉔
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎ 

11
月
11
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎ 

11
月
25
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※ 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽ 

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎  

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

◎ 

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
悪

質
な
訪
問
販
売
で
必
要
の
な
い
物
を
買

わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。成
年
後
見
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制

度
で
す
。

　

無
料
出
張
相
談
で
は
、
北
九
州
市
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
（
社
会

福
祉
士
な
ど
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
24
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※ 

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
月
か
ら
遠
賀

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

９
３
局
１
２
９
３
）
へ

※ 

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※ 

芦
屋
町
で
は
令
和
4
年
1
月
に
開
催

予
定
で
す
。

※ 

開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

相
談

　ひとりで悩まず相談してください。あなたの周りに
悩んでいる人がいたら、相談できる場所があることを
教えてあげてください。
※ 暴力を受けたなど緊急時は１１０番してください。

▽問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３局３５３０）

11 月の女性の人権を守る運動

■ �全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　11 月 12 日金～ 18 日木

■ ��女性に対する暴力をなくす運動期間
　11 月 12 日金～ 25 日木

■ ��女性に対する暴力撤廃の国際デー
　11 月 25 日木

✿ＤＶ被害者支援

▽�配偶者暴力相談支援センター
　☎〈０９３〉２０１局２８２０
　月～金・午前８時 30 分～午後５時 15 分
※祝日、年末年始を除く

▽ �福岡県配偶者からの暴力相談電話
　☎〈０９２〉６６３局８７２４
　月～金・午後５時～午前０時
　土、日、祝日・午前９時～午前０時
※年末年始を除く

▽ �ＬＧＢＴの人のＤＶ被害者相談ホットライン
　☎０８０－２７０１－５４６１
　第２火・午前０時～午後４時
　第４火・午後５時～８時
※祝日、年末年始を除く

✿性暴力被害者支援

▽�性暴力被害者支援センター・ふくおか
　☎〈０９２〉４０９局８１００
　24 時間・年中無休

✿女性の人権などあらゆる相談

▽�女性の人権ホットライン
　 法務局職員と人権擁護委員が無料で相談に応じます。
　☎０５７０－０７０－８１０
　月～金・午前８時 30 分～午後 5 時 15 分
※  11 月 12 日月～ 18 日金のみ・午前８時 30 分～午後

７時

　 � 土、日・午前 10 時～午後５時

▽ �福岡県あすばる相談ホットライン
　☎〈０９２〉５８４局１２６６
　毎日・午前 9 時～午後５時
　祝日でない金のみ午後６時～８時 30 分も可
※ 8 月 13 日～ 15 日、年末年始を除く

女性のための相談窓口

広報あしや　2021.11㉕



特
別
障
害
者
手
当

　

特
別
障
害
者
手
当
と

は
、
20
歳
以
上
の
人
で
著

し
い
重
度
の
障
が
い
の
た

め
、
日
常
生
活
で
、
常
時

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

在
宅
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人

も
対
象
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
な
く
て
も
、
診
断
書
な
ど

の
判
断
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

× 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

× 

障
が
い
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

× 

病
院
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
人

※ 

手
当
の
申
請
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

▽�

提
出
書
類　
診
断
書
、
住
民
票
、
所

得
証
明
書
、
本
人
名
義
の
通
帳
な
ど

▽�

支
給
額　
月
額
２
万
７
３
５
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

知
っ
て
い
ま
す
か

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　
「
児
童
の
権
利
に
関
す

る
条
約
」
は
、
子
ど
も
の

基
本
的
人
権
を
国
際
的
に

保
障
す
る
た
め
に
定
め
ら

れ
た
条
約
で
す
。
み
ん
な

で
子
ど
も
の
権
利
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

【
条
約
の
主
な
内
容
】

● 

子
ど
も
は
教
育
を
受
け

る
こ
と
や
遊
ぶ
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と

● 
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
信
じ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と

● 

家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
に

保
護
と
援
助
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と

● 

子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、

虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら

れ
る
べ
き
こ
と

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
私
学
振
興
・

青
少
年
育
成
局
政
策
課（
☎〈
０
９
２
〉

６
４
３
局
３
１
３
４
）

三
軒
屋
区
の
備
品
が
充
実
し
ま
し
た

　

三
軒
屋
区
で
は
令
和
3
年

度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を

受
け
、
自
治
区
活
動
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
音
響
機
器
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　
三
軒
屋
区
長
の
荻
堂
幸
男
さ
ん
は「
備

品
が
充
実
す
る
こ
と
で
地
域
活
動
の
環

境
が
整
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
行
事
や
交
流
活
動
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
０
）

令
和
３
年
分
以
降
の
年
末
調
整

説
明
会
は
開
催
し
ま
せ
ん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
や
行
政
手
続
き

の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
を
踏
ま
え
、
令

和
3
年
分
以
降
は
年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
動
画
配
信
を
中
心
と
し
、

必
要
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

▽�
問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署　

法
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
７
６
１
局
２
６

９
４
）

お
知
ら
せ

国税庁ホームページ

広報あしや　2021.11 ㉖芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

知らない間に詐欺に加担している！？
「家屋の修理に保険が使える」という
甘い言葉にご用心！
＜事例＞
● 保険金が支払われるように被害診断をして保

険請求手続きを代行するという勧誘
● 保険金請求代行のコンサルタント料は支払わ

れた保険金で対応できるという勧誘
＜注意＞
■そもそも保険金の請求にお金はかかりません。
■ うその理由で保険請求をすると詐欺に該当す

る恐れがあります。
■ トラブル相談が急増しています。言われるま

まに契約することはやめましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３局３５４３）※環境住宅課内

消費者ホットニュース



５
月
に
郵
送
し
た
芦
屋
町
生
活

応
援
商
品
券
の
使
用
期
限

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
芦
屋
町
の
独
自
支
援
と
し
て
、
受

給
対
象
者
（
令
和
３
年
５
月
１
日
時
点

で
、
芦
屋
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
）

へ
１
万
円
分
の
商
品
券
を
世
帯
主
宛
に

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
の
使
用
期
限
は
令
和
３

年
11
月
30
日
火
ま
で
で
す
。
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

不
在
な
ど
の
理
由
で
受
け
取
ら
れ
て

い
な
い
商
品
券
は
、
産
業
観
光
課
に
保

管
し
て
い
ま
す
の
で
早
め
に
受
け
取
り

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

対
象
者
に
は
、
今
年
６
月
に
案
内
文

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽�
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
２
）

新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
申
請

　

町
内
の
民
間
賃
貸
住

宅
に
居
住
す
る
新
婚
世

帯
や
、
町
外
か
ら
転
入

し
た
子
育
て
世
帯
に
、

最
大
72
万
円
を
商
工
会
商
品
券
で
交
付

し
ま
す
。

▽�

対
象
世
帯
　
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
帯

※ 

新
婚
世
帯
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
以

降
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
夫
婦
の
合

計
年
齢
が
80
歳
未
満
の
夫
婦
を
含
む

世
帯
。
た
だ
し
、
最
初
の
補
助
金
の

交
付
申
請
日
が
、
婚
姻
の
届
け
出
の

日
か
ら
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と

※ 

子
育
て
世
帯
＝
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
に
転
入
し
、
転
入
時
点
で
６
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
含
む

世
帯

▽�

対
象
住
宅　
町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

※ 

次
の
住
宅
は
対
象
外
で
す
。
町
営
住

宅
、
所
得
制
限
外
住
宅
、
県
営
住
宅
、

社
宅
、官
舎
、寮
そ
の
他
の
給
与
住
宅
、

借
り
上
げ
公
共
賃
貸
住
宅
、
対
象
世

帯
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

▽��
対
象
要
件　
居
住
す
る
世
帯
全
員
の

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。
自

治
区
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。
世
帯

員
の
い
ず
れ
か
が
、
自
己
の
居
住
の

た
め
に
所
有
者
と
の
間
に
賃
貸
借
契

約
を
締
結
し
、
家
賃
を
支
払
っ
て
い

る
こ
と
。
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制

度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
な
ど

▽��
対
象
期
間　
最
長
72
カ
月
（
６
年
間
）

▽��
交
付
額　
月
額
上
限
１
万
円

※ 

勤
務
先
か
ら
の
住
宅
手
当
な
ど
を
引

い
た
基
本
家
賃
（
管
理
費
、
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
な
ど
を
除
く
）
の
額

で
算
出
し
、
芦
屋
町
商
工
会
が
発
行

す
る
商
品
券
で
年
度
分
を
一
括
交
付

し
ま
す
。

▽�
申
し
込
み　
12
月
17
日
金
・
午
後
5

時
ま
で
に
環
境
住
宅
課
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
類
は
、
環
境
住
宅
課
窓
口
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
宅
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
０
）

町
営
住
宅
・
所
得
制
限
外
住
宅
に

同
居
す
る
に
は
事
前
に
届
け
出
を

　

町
営
住
宅
・
所
得
制
限
外
住
宅
に
同

居
す
る
に
は
、
同
居
基
準
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
居
希
望
の

人
は
、
住
民
票
を
移
す
前
に
、
環
境
住

宅
課
窓
口
で
審
査
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
審
査
結
果
が
出
る
ま

で
３
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

町
営
住
宅
に
同
居
希
望
の
人
は
、
同
居

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
年
度
の
家
賃

が
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
る
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

審
査
基
準
　
①
暴
力
団
関
係
者
で
な

い
か 

②
入
居
し
よ
う
と
す
る
住
宅
の

家
賃
な
ど
に
未
納
が
な
い
か 

③
町
営

住
宅
に
同
居
希
望
の
人
は
、
収
入
が

一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
か
（
所
得

証
明
書
が
必
要
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
宅
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
０
）

みんなの 
ね・ん・き・ん

■１
い
1
い
月 3

みらい
0 日は「年金の日」です

　日本年金機構は厚生労働省と協力して、
11 月を「ねんきん月間」と位置づけ、公的
年金制度の普及・啓発活動を行っています。
この機会に、年金記録や将来の年金受給見
込み額を確認し、未来の生活設計を考えて
みませんか。
　「ねんきんネット」を利用すると、いつで
も自分の年金記録を確認できるほか、将来
の年金受給見込額を試算することもできま
す。「ねんきんネット」のことを詳しく知り
たい人は、日本年金機構のホームページで
確認するか、ねんきんダイヤルに問い合わ
せてください。また、役場にもパンフレッ
トを設置しています。

▽ �問い合わせ　ねんきんダイヤル
　（☎０５７０－０５８－５５５）

広報あしや　2021.11㉗
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



戸
別
受
信
機
の
運
用
を
開
始

　
災
害
時
の
気
象
情
報
や

避
難
情
報
な
ど
を
、
皆
さ

ん
に
速
や
か
に
正
確
に
伝

え
る
た
め
、
戸
別
受
信
機

を
各
戸
に
無
償
配
布
（
貸

与
）
し
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
放
送
を
各
戸
で
受
信
で
き

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
、

災
害
情
報
、
行
政
情
報
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
か
ら
配

信
さ
れ
る
緊
急
情
報
、
住
ん
で
い
る
自

治
区
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
な
ど

を
戸
別
受
信
機
か
ら
配
信
し
ま
す
。

　

受
信
機
を
箱
か
ら
ま
だ
出
し
て
い
な

い
人
は
、
配
布
時
に
一
緒
に
配
っ
た
チ

ラ
シ
・
説
明
書
を
見
て
受
信
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

11
月
に
戸
別
受
信
機
か
ら
の
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
。

● 

12
月
か
ら
は
毎
月
10
日
、
25
日
の
午

後
3
時
に
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

放
送
が
受
信
で
き
て
い
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
信
し
た
放
送
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

も
表
示
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用

し
た
全
国
一
斉
の
緊
急

地
震
速
報
訓
練
が
行
わ

れ
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、
戸
別
受
信
機

と
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
。

※ 

実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
11
月
５
日
金
・
午
前
10
時
ご
ろ

▽
放
送
内
容

　
♪ 
上
り
チ
ャ
イ
ム
音 

♪

　

 「
こ
ち
ら
は
、
芦
屋
町
で
す
。
た
だ
今

か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
」

　
♪ 

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音 

♪

　

 「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大

地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で

す
」
×
３
回　
「
こ
ち
ら
は
、
芦
屋
町

で
す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
」　
♪ 

下
り
チ
ャ
イ
ム
音 
♪

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

地
震
・
津
波
避
難
の
訓
練
放
送

　

こ
の
訓
練
は
、
防
災
情
報
の
伝
達
確

認
、
地
震
発
生
時
の
災
害
対
応
力
向
上
、

避
難
行
動
の
習
得
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
す
。
訓
練
当
日
は
、
戸
別
受
信
機
と
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
、
防
災

メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
配
信
、Y

ahoo!

防
災
速
報
の
配
信
を
行
い
ま
す
。

※ 

実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
　
11
月
20
日
土
・
１
回
目
＝
午
前

９
時
40
分
ご
ろ
、
２
回
目
＝
午
前
９

時
43
分
ご
ろ

▽�

訓
練
内
容　
１
回
目
＝
緊
急
地
震
速

報
の
訓
練
情
報
、
２
回
目
＝
大
津
波

警
報
の
訓
練
情
報

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で

き
る
酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ

● 

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
・
役
場 

総
合
案
内
横

●  

11
月
21
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�

配
布
量　
１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※ 

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦ 

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場

所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦ 

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て

拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
11
月
８
日
月
、
９
日
火
、
10

日
水
・
日
没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予

備
日
：
11
月
11
日
木
、
15
日
月
、
16

日
火
、
17
日
水
、
18
日
木
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
火
・
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ

※ 

天
候
不
良
の
場
合
は
、
水
木
を
予
備

日
と
し
て
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2021.11 ㉘芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



お
め
で
と
う

二
十
歳
の
祭
典
～
成
人
式
～

▽�

と
き　
令
和
４
年
１
月
９
日
日
・
午

後
３
時
か
ら
式
典
（
午
後
２
時
15
分

か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
平
成

13
年
４
月
２
日
～
14
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※ 

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
知

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
案
内
状
の
封
筒
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

学
校
や
仕
事
の
都
合
で
町
外
に
住
ん

で
い
る
人
で
も
、
町
内
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
た
人
は
参
加
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
11
月
18
日

木
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽���

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
６
）

募
金
運
動
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
３
年
度
に
行
っ
た
更
生
保
護
募

金
と
日
本
赤
十
字
募
金
に
多
数
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
募
金
運
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
更
生
保
護
募
金
】

▽�

募
金
額　
32
万
１
１
０
０
円

※ 

遠
賀
保
護
区
保
護
司
会
に
送
金
し
、

保
護
司
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

【
日
本
赤
十
字
募
金
】

▽�

募
金
額　
71
万
９
３
１
３
円

※ 

日
本
赤
十
字
社
に
送
金
し
、
国
内
外

の
救
援
・
救
助
な
ど
の
活
動
資
金
と

な
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

中
央
公
民
館
講
座
「
熱
帯
地
域
に
生

息
す
る
野
生
類
人
猿
の
生
態
と
保
全
」

　
野
生
類
人
猿
の
生
態
を
、
ア
フ
リ
カ
や

東
南
ア
ジ
ア
で
行
っ
た
現
地
調
査
の
写
真

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
人
間
は
霊
長
類

（
サ
ル
の
仲
間
）
の
一
種
で
す
。
と
く
に

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
類
人
猿
は
人
間
と

遺
伝
的
に
近
く
、
進
化
の
隣
人
と
い
わ
れ

ま
す
。
類
人
猿
を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち

人
間
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
現

地
で
直
面
す
る
問
題
も
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
11
月
28
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　

大
橋　

岳が
く

さ
ん
（
中
部
大
学

講
師
・
芦
屋
中
学
校
卒
業
生
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
２
日
火
か
ら
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館（
☎

２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
企
画
展
「
町
制

施
行
１
３
０
周
年
記
念
田
中
繫
吉
展
」

　

芦
屋
町
出
身
の
画
家
・
田
中
繁
吉
氏

の
親
族
か
ら
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品

を
、
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
に
合

わ
せ
公
開
し
ま
す
。
初
公
開
と
な
る
作

品
を
中
心
と
し
た
展
示
で
す
。

▽�
と
き　
11
月
27
日
土
～
12
月
26
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
（
☎
２

２
２
局
１
６
８
１
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
呈
茶

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
ク
リ
ス

マ
ス
特
別
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽��

と
き　
12
月
４
日
土
、
５
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分　

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里 

大
茶
室

▽��
内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

▽��

料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

感
染
症
対
策
に
よ
る
行
事
の
中
止

● 

ク
リ
ス
マ
ス
茶
会

● 

鋳
物
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里

　
（
☎
２
２
３
局
５
８
８
１
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

● 

令
和
３
年
度
の
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
歴
史
の
里

　
（
☎
２
２
２
局
２
５
５
５
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
人
権
ま
つ
り

▽�
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係

　
（
☎
２
２
３
局
３
５
４
６
）

大 連 彷 徨 記
縄田進一[著]

アマゾン書店で販売中
（Kindle電子版もあります）

敗戦の日から引揚げるまで、大連で見聞きした
経験をカラーのイラストと共に記した少年の手記

詳細はhttps://peraichi.com/landing_pages/view/0msya

広
告

広報あしや　2021.11㉙
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



地元の食材を使った

「お弁当写真コンテスト」
　毎年 3 月の広報紙で「合同企画」として、協同作成した特集記事を掲載しています。
令和３年度は「お弁当写真コンテスト」を企画。遠賀郡 4 町の魅力ある地元の食材
を使ったお弁当の写真と、メインのレシピを添えて応募してください。

最優秀賞【１人】　
遠賀郡 4町
オリジナルグッズなど
詰め合わせ

賞

11 30月 日 火

テーマ　地元の「食材」を楽しめるお弁当
応募資格　芦屋町、岡垣町、遠賀町、水巻町に住ん
でいるまたは勤務・在学している人
応募のルール
⃝ 本人が作ったお弁当の未発表写真とレシピに限る
⃝材料費は 1 人前 400 円以内
⃝ 材料に 1 点以上、遠賀郡 4 町の食材（加工品可）を

使用
⃝ １人 2 点まで応募可
⃝ 応募は無料
※ お弁当作りや写真などにかかる費用は自己負担です。
応募方法・応募先　各町公式ホームページまたは公
共施設などにある募集要項を確認し、応募書
類（①応募票 ②写真）を次のいずれかの方法
で提出
※応募票にメインのレシピを記入
⃝ 電子メール：koho1@town.okagaki.lg.jp
※メールの容量は１通あたり５MB まで
⃝ 郵送：〒 811-4233 福岡県遠賀郡岡垣町野間 1 丁

目 1 番 1 号　遠賀郡 4 町お弁当写真コンテスト事
務局（岡垣町広報情報課）

⃝ 窓口：芦屋町、岡垣町、遠賀町、水巻町いずれか
の広報担当課

※ 応募票は１点につき１枚作成してください。
※ セキュリティの都合上、メディアで提出する場合は

CD-R・DVD-R のみ受け付けます。

遠賀郡 4町合同企画

　令和 4 年 3 月の広報紙で
入選作品 8 点を紹介します。

あなたの自慢のお弁当
映える写真とレシピで応募しよう！

▼問い合わせ　広報情報係　（☎２２３局３５６９）

審査方法
　遠賀郡 4 町の広報担当者と食に関する関係団体な
どで写真やレシピを参考に、地元食材の活用やお弁
当の見栄え・アイデアなどを総合的に審査します。
⃝ 一次審査　書類選考で各町から入選作品を２点選

考（２点×４町＝８点）
⃝�最終審査　入選作品 8 点の中から、最優秀賞１

点を選考

募集期限

広報あしや　2021.11 ㉚
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探
求
心
と
技
術
者
の
魂

矢
野
倖
一
展
へ
向
け
て
④

　
国
産
自
動
車
「
ア
ロ
ー
号
」
の

　
完
成

　

福
岡
工
業
学
校
を
卒
業
後
も
倖
一
は

芦
屋
に
戻
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
動
車
の

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
村
上
義
太
郎
氏
宅

に
留
ま
り
、
本
格
的
に
自
動
車
研
究
に
打

ち
込
む
の
で
し
た
。
村
上
氏
は
自
身
の
事

業
準
備
の
た
め
幾
度
と
な
く
上
京
、
そ
の

度
倖
一
は
お
供
を
し
、
東
京
中
の
修
理
工

場
を
見
て
回
り
、ツ
テ
を
た
ど
っ
て
、福
岡

出
身
の
技
師
に
度
々
教
え
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
地
元
福
岡
で
も
九
州
帝
国
大
学

（
現
：
九
州
大
学
）
工
学

部
の
岩
岡
保
作
教
授
に

教
え
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
純
国
産
車
」
を
目
標

に
製
作
に
取
り
掛
か
っ

た
の
は
大
正
２（
１
９
１

３
）
年
８
月
、設
計
を
開

始
し
た
の
は
年
末
の
事

で
し
た
。倖
一
は
こ
の
車

に
「
ア
ロ
ー
号
」
と
名
付
け
ま
す
。
名
字

の
矢
野
の
矢
か
ら
と
っ
た
も
の
で
し
た
。

福
岡
市
内
で
操
業
し
て
い
た
齊
藤
鉄
工

所
の
片
隅
を
仕
事
場
に
し
て
製
作
に
か

か
り
、
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
９
月
、

シ
ャ
シ
ー
（
車
の
動
力
系
部
品
）
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
時
の
試
運
転
で
は
、

快
調
に
は
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。悩
ん
だ

倖
一
が
、
こ
の
と
き
相
談
し
た
の
が
、
ベ

ン
ツ
社
の
ド
イ
ツ
人
技
師
ハ
ル
テ
ィ
ン
・

ブ
ッ
シ
ュ
氏
で
し
た
。第
一
次
世
界
大
戦

で
中
国
の
青ち
ん
た
お島
で
日
本
軍
が
ド
イ
ツ
軍

と
戦
っ
た
際
に
捕
虜
と
な
り
、そ
の
当
時

福
岡
の
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
陸
軍
の
許
可
を
得
て
、ア
ロ
ー

号
を
収
容
所
に
運
び
、実
際
に
見
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
氏
か
ら
原
因
が
キ
ャ
ブ
レ

タ
ー
に
あ
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
倖
一
は
、

ブ
ッ
シ
ュ
氏
の
助
言
に
よ
り
、急
き
ょ
上
し
ゃ
ん

海は
い
に
渡
航
し
、
入
手
に
成
功
し
ま
し
た
。

早
速
ア
ロ
ー
号
に
取
り
付
け
て
み
た
と

こ
ろ
、快
調
に
エ
ン
ジ
ン
が
動
き
出
し
ま

し
た
。一
人
の
青
年
が
ほ
ぼ
独
力
で
国
産

車
を
完
成
さ
せ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
車
体
の
製
作
に
取
り
掛
か

り
、車
体
の
軽
量
化
に
重
点
を
置
き
製
作

し
ま
し
た
。
外
側
は
薄
い
ア
ル
ミ
板
、内

側
は
何
枚
も
の
和
紙
を
柿か
き
し
ぶ渋
で
固
め
た

車
体
と
な
り
、ア
ロ
ー
号
が
完
成
し
ま
し

た
。
大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
８
月
、倖

一
24
歳
の
と
き
で
し
た
。
全
製
作
費
、１

２
２
４
円
75
銭
。最
終
的
な
決
算
は
輸
入

車
が
買
え
る
程
の
金
額
で
し
た
が
、大
い

な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
自
信
を
倖
一
に
与
え

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

 
（
芦
屋
歴
史
の
里
） △�完成したアロー号動力系部品

▼
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
無
観
客
で
行

わ
れ
た
芦
屋
中
学
校
体
育
大
会
。
最

初
は
「
応
援
す
る
保
護
者
も
い
な
い
。

も
し
あ
ま
り
盛
り
上
が
ら
な
く
て
、

い
い
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
ら
、ど
う

し
よ
う
…
…
」
と
心
配
で
し
た
。
で

も
い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
、
す
ぐ
に

無
用
な
心
配
だ
っ
た
と
気
付
き
ま
し

た
。
１
位
で
も
最
下
位
で
も
、元
気
い

っ
ぱ
い
声
を
出
す
生
徒
た
ち
。
汗
が

流
れ
る
ほ
ど
熱
く
声
援
を
送
る
先
生

た
ち
。
今
ま
で「
青
春
時
代
が
コ
ロ
ナ

禍
の
子
ど
も
は
か
わ
い
そ
う
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、キ
ラ
キ
ラ
し
た
輝
き

を
感
じ
て
、「
青
春
っ
て
み
ん
な
で
わ

い
わ
い
楽
し
い
こ
と
を
す
る
」だ
け
じ

ゃ
な
く
て「
ど
ん
な
時
で
も
目
の
前
の

こ
と
に
全
力
に
な
れ
る
。
そ
れ
を
応

援
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
」
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

（
野
中
）

▼
９
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
誰
に
何
を
伝
え
た
い
か
を
絶
え

ず
考
え
て
取
材
や
編
集
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
今
回
初
め
て
朝
の
交
通
安

全
運
動
を
撮
影
し
ま
し
た
。
私
が
高

校
生
の
時
に
先
輩
が
暴
走
し
た
車
の

下
敷
き
に
な
り
命
を
落
と
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
た
り
前
で

す
が
車
の
方
が
人
間
よ
り
強
い
。
毎

日
運
転
し
て
い
る
と
惰
性
で
運
転
し

が
ち
な
の
で
、運
転
す
る
側
が
し
っ
か

り
安
全
運
転
し
な
い
と
い
け
な
い
と

あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。 

（
那な

木ぎ

）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
六

△完成したアロー号

△�アロー号設計図



安
あたか
髙　颯

はやと
人ちゃん

（大字芦屋）
平成 30年
11月４日生まれ
歌うことが大好きでいつも
元気いっぱいの颯人くん。
お誕生日おめでとう★★

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課広報情報係  ☎ 093（223）3569
〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20　●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

９月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人57
人213死亡

人05
人11

令和３年9月末日現在 令和２年9月末日現在
人　口
男　性6,605
女　性6,895
世帯数6,624

人
人 6,763

6,989
6,659 世帯

人
人

世帯

13,500 人 13,752 人

Happy BirthdayHappy Birthday11月

　芦屋町とＮＨＫ北九州放送局では、芦屋町町制施行130周年を記念して「真打ち競演」
の公開収録を行います。この番組では、ベテラン芸人による、落語・漫才・漫談の至
芸をお楽しみいただきます。観覧を希望する人は、下記の要領で申し込んでください。
　なお、今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、公演の中止や内容を変更
する場合があります。詳しくはＮＨＫ北九州放送局ホームページで確認してください。

▽ �申し込み　11 月 10 日水（必着）までに、
郵便往復はがき（私製を除く）に以下
を記入して申し込んでください。

　�【宛先】〒 807-0198　遠賀郡芦屋町
幸町２番 20 号　芦屋町役場 企画政
策課「真打ち競演」係

　 【往信用裏面】 ①郵便番号 ②住所 ③
名前 ④電話番号 ⑤観覧希望人数（２
人まで）

※１歳以上の子どもから人数に含みます。
　【返信用表面】①郵便番号 ②住所 ③名前

※ 応募多数の場合は、抽選です。当選者
には希望人数（２人まで）で入場でき
る入場整理券を、落選者には落選通知
を、はがきで 11 月 19 日金ごろに発
送します。

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、観覧者同士の間隔をとった座席を、
入場整理券で事前に指定します。

※ 応募された個人情報は、抽選結果の連絡のほ
か、ＮＨＫでは受信契約者情報と照合し、受
信料契約の案内に使用することがあります。


